
森秀織物工場 

表門のすぐ東側で、敷地の南東角にあたる。木造平屋建、鉄板葺鋸屋根(3 連)工場である。東西

(桁行)8.40m で、南北(梁間)は 6.58m の梁を 3 つ繋ぎ、南側には 2.35m の鋸歯の片方だけが切り

上がった変則な屋根で、全長は 23.84mである。小屋組は木造のトラスの形式であるが鉄筋を併用

する。南側の旧道に面する外壁はモルタル塗りで、これは当初からの状態であった思われる。西側

面は鉄板に葺き替えられているが、以前は板葺であったという。内壁は漆喰塗りで腰は板張りであ

る。現在も織物工場として稼働中であり、ジャガードの織機が据付けられている。 
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南側からの森秀織物工場 

 

 

 

 

 



 

 

 


